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9・10 月の主な募集案内

ほうれん草ゲーム
ソーシャルディスタンスを意識して多人数で遊べる！？ほうれん草ゲーム。ルー
ルは簡単、2 束のほうれん草（手をグーの形にする）を受け渡していくリズムゲー
ムです。『ほうれん草』というかけ声で行いますが、何度も唱えていると混乱して
言えなくなってしまうのが
面白い！ほうれん草の受け
渡しができない場合やリズ
ムを乱したプレイヤーが負
けになります。道具を使わ
ず楽しめるので、気軽に遊
んでみてください。

【3 人～多人数】
スポーツスタッキング
全世界で人気！年齢や性別、体力を問わないスポーツスタッキ
ング。複数のプラスチック製のカップを積み上げ、積み上げた
カップを元に戻します。その速さを競う、瞬発力がカギとなる
ゲームです。基本は 12 個のカップを使用して行いますが、カッ
プの数を減らすなど、工夫して遊べるのも魅力です。「我こそ
は！」という方、日本記録や世界記録にもチャレンジしてみて
ください！【1 人】

寺澤 麻衣　テラサワ マイ

若者が話している中にさりげなく入っていき、「びっくりした！てらさん気配消す
のうますぎ…」とよく言われます。それが特技の寺澤麻衣です。私は大学・大学院
で心理学を専攻し、心理学の奥深さと心のケアの大切さを学びました。そんな真面
目（？）な一面もあります。アップスでは最近編み物をするのにハマっていて、先
日ミニトートバッグを作りました！みんなで編み物部を立ち上げ、いろんなものを
作りましょ～う！

井上 寿純　イノウエ スズミ

4 月からユースワーカーデビューしました井上です。アップスでは “みぃ～” と呼
ばれています！夏生まれかと思いきや誕生日は毎年梅雨、生粋の［はまっこ］です
がもっぱら世田谷が好きです。まだまだ知らないことだらけだなと思うこの頃、最
近はデザインの本を買って色彩のセンスを勉強しています。好きなものは思いつい
た順にいちごとコーヒーとまぐろ。アップスでいろんなことに挑戦して、一緒に新
しい発見をしていきましょう！！

クリエーターワーク

マンガ・イラスト講座

漫画家のすぎやまゆうこさんを講師に
迎え、基本的なマンガの描き方を教え
ていただきながら、イラストを描きま
す。併せて、すぎやまさんが漫画家を
目指した動機や道のりについてお話し
していただきます。

【対象】小学校 5 年生以上の若者
【定員】10 人
【要申込】受付でお申し込みください

9/20　 16:00-17:30日

児童館スタッフ、舞台『レ・ミゼラブル』
のキャストを経て、タップダンスユニッ
ト『TAP DO ！』のメンバーとしてエ
ンターテイメントショーを展開してい
る坂口勝さんをゲストに迎え、パーカッ
ションで遊んだり、ショービジネスの
話を聞いたりします。

【対象】小学校 5 年生以上の若者
【定員】10 人
【要申込】受付でお申し込みください

スタッフ紹介

せたがや大人図鑑

ショービジネスの世界
10/11　 16:30-17:40日

※ユースワーカーとは若者の成長をサポートする専門スタッフです。

このページは両サークルの若者が執筆しています。
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興味を持ったきっかけ
留学中にマイボトルとスプーン・フォークを
常にリュックに入れ、固形のシャンプーや竹
の歯ブラシを使う同級生に出会い、彼女のゴ
ミを最小限にするサスティナブル 1）な生活に
感心し、興味を持ちはじめました。　　（まり）
高校に入学後、授業で SDGs 2）や社会問題に
ついて学んだことをきっかけに興味を持つよ
うになりました。自然や動物が好きなので特
に環境問題に注目するようになりました。

（かんな）

活動の目的と内容
私たちは 3 人から 6 人に、10 人から 100 人
に地球のことを想う人を増やせると信じてい
ます。高校生の私たちにだからこそできるユ
ニークな発想で、地球の今・未来を考えられ
る［ちとふな］を作ります！
これまでには地域の小学生とオンラインで環
境問題に関する勉強会やグローバル気候マー
チを行いました。レジ袋の有料化に合わせて
ブーメランバック 3）の導入を進めています。

1）持続可能
2）2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す 17 の

ゴール・169 のターゲットで構成された開発目標
3）お客さんに家で使わない紙袋をお店に持ってきてもら

うことを呼びかけ、マイバックを忘れた時にその紙袋
を使ってもらう仕組みのこと

興味を持ったきっかけ
手話に興味を持ったきっかけはメンバーそれ
ぞれ異なります。福祉関係が学べる高校に
通っているなかで手話の授業があり、声によ
る会話が難しい時でも、手で話すことによっ
て会話を楽しめる「手話」に興味を持った人
や盲導犬に興味があり、調べているなかで、
手話についても注目するようになった人がい
ます。また、コミュニケーションスキルの一
つとして習得し、交流の輪を広げたいと思い、
興味を持った人などもいます。

活動の目的と内容
手で話す「手話」という言語をさまざまな人
に知ってもらいたいという思いで活動してい
ます。手話は世界共通ではなく、日本語や英
語のように国によって違う言語を持っていま
す。また、日本で使用している「日本手話」
においても日本語と同じように方言などが存
在します。そのため、この手話サークルで学
ぶ手話は一例に過ぎないかもしれませんが、
手話の素晴らしさをみなさんに知ってもらい
たいです。気軽に楽しく手話を覚えていけた
ら良いと考えています。

活動日　毎週日曜日
時　間　14:00 ～ 15:00

手話でコミュニケーション

い と

身近な環境活動に取り組む

アオミドリ

【どちらのサークルもメンバー募集中です。詳しくはアップス受付までお問合せください。】



昨年度末のアップス座談会で「海外の方とも交流を
してみたい！」という若者の発言をきっかけとして
始まったプロジェクト。交流先を検討しているなか
アップススタッフの元・同級生がフランスのユース
センター "Maisons des Jeunes et de la Culture" （若
者と文化の家）で働いていることが判明。そこから
はとんとん拍子に企画が動き始めました。
日本とフランスの時差は、なんと 7 時間！距離・時間・
言葉の壁を超えた当日の様子をご紹介します！

当日、日本の 17 時、フランスの朝 10 時にスタート
しました。アップスからは 7 名の若者が参加。自己
紹介をした後は、アイスブレイクとして夏から連想
することを絵に描きました。日本の若者はスイカが
多かったのに対して、フランスの若者はビーチ・太陽・
バカンス。それをきっかけに夏休みの過ごし方など
について情報交換しました。その後は両方の施設に
ついて紹介。"Maisons des Jeunes et de la Culture"
では、テクノロジーがテーマとなっていて 3D プリ
ンターを使った活動などがあるそうです。その他に
もお互いの学校のことなど、さまざまな話題があげ
られ、言葉や距離を超えて繋がることの面白さや大
切さを実感する時間となりました。

若者がマイスター（技術のある職人）となり、自分
の得意なことや好きなことを、インスタグラムを活
用して情報を発信するという企画です。第 1 回目は、
製菓の専門学校に通っている若者がシュークリーム
作りをしました。

参加するにあたり、私は事前に「日本の学校の
1 日」を紹介するため映像を作りました。制作
する上で、フランスの学校の HP を見るなど自
分なりに調べてみました。そのなかで動画に字
幕をつける時にフランス語の名詞には性別があ
ることを知りました。準備の段階から学ぶこと
が多かったと感じます。当日は、同い年くらい
の子の間で流行っている曲を教えてもらった
り、お互いの学校の休校期間や夏休みについて
意見を交換し合ったりと、とても盛り上がりま

した。一生懸命作った映像も褒めてもらえて嬉
しかったです。異文化に触れる楽しさを実感し
ました。　　　　　　　　　　　　　 【Y さん】
3D プリンターなどの最新の科学技術をセン
ターで利用できることに驚きました !! それぞれ
の施設の良さが分かって、とても楽しかったで
す。是非また参加したいです♪　　　 【S さん】
コロナ禍で満足に外に出られなかったのに、オ
ンラインで海外のユースセンターと交流できて
よかったです。また参加したいです。　 【Hさん】

オンラインだからこそ…

日仏中高生交流会

アップスマイスター ch

参加者の声
月に 1 度、開催されている J-meeting1）で「調
理の様子をアップスのインスタグラムで発信し
てみないか」と提案があり、実施することにな
りました。自分自身の練習にもなるし、何より
楽しそうだと思いました。しかし、実際に撮影
が始まると緊張していまい、撮られ慣れてない
ことが調理に影響したかなと感じます。（笑）
少し上手に出来なかった部分もあり、悔しさも
ありますが、撮影をサポートしてくださったセ
ンター長のおかげで楽しく終えることができま
した。

１）「やってみたい」ことやアップスの運営ルールを話し合
う場、Join（つながる）や Joy（楽しい）などの意味から、
J-meeting と呼んでいます。

参加者の声

3 月のアップス・フェスに出演できなかったこ
ともあり、今回の出演を決めました。元々、ス
テージに立つことが好きなので、出演したいと
思いました。
曲のセットリストはみなさんに楽しんでもらえ
るようにたくさん悩んで決めました。緊張で歌
詞を忘れてしまった場面もありましたが、来て
くれた方たちもペンライトを使って盛り上がっ
てくれていたのでよかったです。
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参加者の声
アップス LIVE の初日のパフォーマンスを観て
面白そうだと思い、フェスのリベンジも兼ねて
出演を決めました。準備期間が短かったため緊
張やミスもありましたが、全力を出し切った、
あっという間の時間でした。また、友人が演出
を手伝ってくれて、とても感謝しています。トー
クに慣れておらず、恥ずかしさと申し訳なさで
いっぱいなので、今後は柔軟に頭を使えるよう
に数独をやろうと思います。

ノネット

参加者の声 大学で写真学科
を専攻している
若者が、ライブ
で写真撮影をし
てくれました。

「コロナの影響で
学校の行事や地
域のイベントが
減り、写真を撮る機会が少なくなった」「照明
の落ちた薄暗い環境の中で写真をとる練習をし
たい」ということで、撮影技術の向上を目的と
した練習を兼ねて名乗り出てくれました。

アップスフェスのリベンジの意味も込めて参加
しました。馴染みの場所・スタッフということ
で落ち着いて演奏できました。セッティングか
ら好きなようにやらせてくれたこと、感染症対
策もしっかりと行われていたことで、安心して
演奏できて良かったです。1 日 1 バンドだった
ことで、1 時間すべてを自分たちの時間として
パフォーマンスでき、よりオリジナリティが出
せたように感じました。
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参加者の声

新型コロナウイルスの影響でフェスや縁日が中
止となり、さまざまな表現の場が失われてしま
いました。そこで、感染予防対策をしっかりと
した上で元気いっぱいのパフォーマンスをして
欲しいと考え、アップス LIVE を実施しました。
1 日 1 グループ、観客も 30 人までとさまざまな
制限がありましたが、若者は今できる最高のパ
フォーマンスを繰り広げました。

アップスでは臨時休館中に若者と何とかしてつながりたい
と、オンライン・プログラムを実施しました。離れていても、
顔を見てコミュニケーションが図れることは、オンライン
ならではの魅力です。そこで施設再開後も新たな試みとし
ていくつかの取り組みをしています。

https://www.instagram.com/p/CC-tph8JEQ5/
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